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 モニ フセイン モニ 南アジアにおける日本の海外直接投資―グローバル下の挑戦的
時代に多国籍企業が担う新たな役割の必要性と正当性― 
  
 １ 論文概要 
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 モニ論文の構成は以下の通りである。 
   
第１章 序章 
  １ 問題の背景と問題設定の正当性 
   ２ 研究目的 
   ３ 変数と仮説 
   ４ 概観 
第２章 方法論 
  １ アプローチ 
  ２ 概念設定 
  ３ 資料収集と分析 
  ４ 研究課題の限定 
第３章 問題の前提 
  １ 日本と南アジアの「政治外交」「社会文化」連携 
   ２ 南アジアに対する日本の ODA 協力 
  ３ 日本と南アジアの貿易関係 
  ４ 経済民主化と SAARS（南アジア地域協力連合）の結合 
第４章 問題の焦点  
  １ 文献検討 
  ２ 多国籍企業の地理的位置  
  ３ グローバリゼ－ション、直接投資、持続的発展 
第５章 検証 
 １ 日本にとっての南アジア地域成長の意味 
 ２ 南アジアでの日本の直接投資の問題点と展望 
 ３ 南アジアでの多国籍企業活動の衝撃 
 ４ 南アジアでの事例研究  
第６章 結論 
  １ 研究成果の纏め 
  ２ 研究の独自性と意義 
  ３ 最近の研究の進展と将来展望 











































                 ４ 
 







主査 早稲田大学大学院アジア太平洋研究科教授 文学博士（東京都立大学） 小林 英夫  
副査 早稲田大学大学院アジア太平洋研究科教授 学術博士（早稲田大学）  西川 潤 
審査委員 元 一橋大学大学院経済学研究科教授               清水 学 
審査委員 早稲田大学大学院アジア太平洋研究科教授 Ph.D（コーネル大学） 阿部 義章 
 
